居の 両側に はいずれ にも 茶屋が ある、 茶店の ない とこ 

ろに は 宿屋が あって —— 女の 姿 をい ちばん さきに 見つ 

けたの は、 陸 尺 や 巡礼な どの 休みたがる、 構えの 大き 

いわり に、 燻ぶった、 軒に は 菱形の 煙草の 看板が つる 

され、 一 枚 立て きられた 腰高障子に は 大きな 蠟燭の 絵 

しょうぎ ひまじん 

が ある 茶店の 中に、 将棋 を 差して いた 閑人 どもで ぁリ 

ま ^9 

「あれ かよ、 あれ かよ」 

「あれ だ、 あれ だ」 

碁 将棋 を 打つ 閑人 以上の 閑人 は、 それ を 見物して い 

る やつであります。 岡 眼 をして いた 閑人 以上の 閑人が、 



図抜けて 大きな 眼鏡 を かけた 材木屋の 隠居 も、 どう 

やら 残り惜しい 顔 をして いる。 

「全く 罪です な、 およそ 世の中に あのく らい 罪な もの 

は ございま せんな」 

のぞ たちみ 

ちょっと 視 きに 来たつ もりで、 うかう かと 立 見 をし 

, J うが い てい 

てし まった 隣の 宿屋の 番頭 も、 つり 込まれて 慷慨の 体。 

「左様、 全く 罪な ことで ござる よ、 あんなの はいつ そ 

助けない 方が ようご ざるな、 添う に 添われず、 生きる 

このよ かな 

に 生きられず、 現世で 叶わぬ 恋 を 未来で 遂げよう とい 

うの じ や、 それ を 一方 を 殺し 一方 を 助けるな んぞ 冥利 

に 尽きた わけさ」 



眼鏡の 隠居 は 慨歎す る。 

「でもね —— 女に 廃り もの はない からね え」 

藍 玉屋の 息子の ねむそう な 声が 一 座 を 笑わせる。 

すずかと うげ 

ここに 問題と なった 女 は、 机 竜 之 助が 鈴 鹿 峠の 麓、 

せき しゅく 

伊勢の 国 関の 宿 で 会い、 それから 近 江の 国大 律へ 来て、 

竜 之 助の 隣の 室で 心中の 相談 をき め、 その 夜のう ちに 

琵琶湖へ 身 を 投げて 死んだ はずのお 豊 —— すな わち お 

浜に 似た 女であります。 

しんせき 

一人 は 死に、 一人 は 残る。 そうして いま 女 は 親戚に 

当る この 三輪の 町の 薬屋 (薬屋と いつ て も 売 薬屋で は 

ない、 旅籠 屋 である) 源 太郎の 家へ 預けられ ている。 



路地 口 を、 じ— つと 見つめた まま 立って います。 

時 は 夏 五月、 日盛り は 過ぎた が、 葭 簾の 蔭で、 地 は 

うちみず し 

そんなに 焼けても いなかつ たのに 打 水が 充分に 沁みて、 

ふところ 

お 山から 吹き下ろす 神風が 懷 に 入る 時 は 春先と も 思 

ここち 

う ほどの 心地が します。 

「少々 もの を 尋ねとう ござる が …… 」 

うちょうてん 

一 方 は 将棋に 夢中で、 一 方 は 路地 口に 有頂天で ある。 

「植田 丹 後 守 殿の 御 陣屋 は …… 」 

「ナ 二、 植田 様の 御 陣屋 —— J 

金蔵 はやつ と、 店先に 立っても の をたず ねて いる 旅 

あ C せ 

の 人に 眼 をう つした。 この 暑い のに まだ 袷 を 着て い 



て 突き出される。 

いったん 竜 之 助 は 通り 過ごして 若宮の 方へ 行き、 ま 

た 引返した が、 別に 妙案と て あるべき はずがない。 

「頼む —— 」 

思いきって、 そのまま 玄関から おとなう。 

「ど— れ」 

十八 九の 青年が 現われて 来て、 竜 之 助 を 見る、 その 

物腰が 武術 家 仕込みら しく、 竜 之 助の 風 あに 多少の 怪 

あなど けしき 

しみの 色 はあって も 侮りの 気色が 乏しい から、 

「御主人 は 御 在宅 か。 拙者 は 仔. i あって 姓名 はこ こに 

申し 難 けれど、 京都 をの がれて、 旅に 悩む 者。 御高 名 



机 竜 之 助の 心に も 情けの 露が 宿る。 

ノぁ. P 

「これ は 仕 合せな ことじ や、 どうか 暫 らくこの 道場 を 

預かって いただきたい」 

丹 後 守 は、 道場へ 出て 竜 之 助の 試合ぶ リを 見て こう 

言うた —— この 道場に はべ つ だん 誰と いつ て 師範 者 は 

ない けれど、 丹 後 守の 邸に は、 召使の ほかに、 いつも 

しょ つかく 

五 人 十 人の 食客が いる。 多く は 浪人 者で、 そのほか、 

国々 や 近在から、 武芸 修行者が 絶えず 集ま つ て 参リま 



痛みと、 怒りと、 口惜し さで、 その 夜中から 金蔵 は 

は が うな 

歯嚙み をな して 唸リ 立てます。 

やせろう にん 

「覚え て や がれ、 この ) J ろ 来た 御 陣屋 の 痩 浪人 に 違い 

ない」 

こぼんのう 

金蔵の 親爺の 金 六と 女房のお 民と は 非常な 子煩悩で 

ま くら も と 

ありました。 一人子の 病み 出した の を 気にして 枕許 

にっきき リ、 医者よ 薬よ と 騒いで いました が、 今よう 

やく 寝静まった 我が 子の 面 を、 三つ 児の 寝息で も 窺 

のぞ 

うように 視 きながら、 

「ねえ、 あなた、 今では この 子 も 自暴に なって いるの 

でございますよ」 



「そうだ、 そうに 違いない。 それにしても、 あの 薬屋 

の 奴 は 情 を 知らぬ 奴 だ」 

「ほんと にそうで ございま すよ、 あんな 心中の 片割れ 

者なん ぞ、 誰が 見向き もす る もの か、 この 子が 好いた 

らしい というから こそ、 人 を 頼んだり、 直接に かけ 合つ 

したで もったい 

たり、 下手に 出れば いい 気になって 勿体 をつ けて さ、 

それが ために この 子が 焦れ 出して、 こんな 病気になる 

の もほんと に 無理が ありま せんよ」 

「困った もの だ —— 」 

子に 甘い 親 二人 は、 わが 子に は 少しも 非難の 言葉 を 

出さず、 なに か、 やっぱり 人 を怨ん でい るよう である _ 



まじ 

に 遊んで いた 鶏の 群に 交る。 

「お早う ございます」 

ば あ 

豆 を 売る 婆さん は、 もう 店 を 出して、 ぉ豊の 来たの 

に 向う から 挨拶 をし ます。 

「お早う ございます」 

ぉ豊も 返事 をして、 いつもの 通り、 豆 を 買って 鳩に 

ま 

蒔 いて やります。 鳩が 豆 皿 を 持 つたお 豊の 手首 や 肩先 

ふるま 

に 飛び 上って、 友達 気取りに 振舞う の も 可愛らしい。 

いそ- フろ I フ 

鶏が 遠くから 居候 ぶりに 出て 来て 豆 を 拾う 姿 も 罪が 

ない。 

か ぢ まお-え 

ぉ豊の 面に、 いささかの 頰 笑みの 影が 浮ぶ ので あり 



ま ^9 

拝殿の 前から 三輪の 御山 を 拝む。 

御山 は 春 日の 三 笠 山と 同じような 山 一 つ、 樹木が こ 

らんき こうごう 

ん もりとして、 朝の 巒 気が 神々 しく 立ち こめて おり ま 

若い 女の人で 三輪 大明神 を 拝みに 来る 人 は、 たいて 

わき かどす ぎ がん 

い 帰りに、 楼門の 右の 脇の 「門 杉」 に 願 を かけて 行く。 

ななす ぎ 

三輪の 七 杉の なかの 「門 杉」 の 故事 は、 ここにい え 

ば 長い。 

、_ ま 

我が 庵 は 三輪の 山 もと 恋しく ば 

かど 

ともな ひ 来 ませ 杉 立てる 門 



の 歌が それです。 

ぉ豊 は、 その 門 杉に は 別に 願い を かける こ ともなく. 

楼門の 石段 を 下りても、 その 方へ は 別に 足 を 向けない 

で、 宝 永 三年、 大風の ために その 一本 を 吹き 折られた 

名ば かりの 二 本 杉の 方へ 参ります。 

一人 は 死に 一人 は 助かる 運命が、 ちょうど この 二 本 

杉の よう だと 思われる ぉ豊に は、 三輪の 七つの 神 杉の 

うち、 この 二 本 杉ば かり を 拝みたい。 一 つに は、 この 

ちぎ 

杉に 願い を かければ、 いったん 夫婦の 契り を 結んで 一 

方の 欠けた 人々 に は、 この 上な き 冥福が あると いう I 

I かの 門 杉 は 縁 を 結ぶ の 杉で、 この 二 本 杉 は 縁の 切れ 



「え …… 」 

力た 

「あの 若い、 おつれの 方 はどうし ました」 

むきだし まっか 

ぉ豊は 露出に こう 言 いかけられて 面が 真紅 になり ま 

よら わた ろう * ま 、- 

す。 わが 隠し事 を 腸 まで 見透かされた 狼狽から、 

うつむ 

俯向いて しまって にわかに は 言葉 も 出ない、 足 も 立ち 

すくんで しま つ た 様子であります。 

「まことに、 お 恥 かしゅう ございます。 それで は あな 

た 様に は、 何もかも」 

「いや、 何もい つこう 知リ ませぬ が、 そなた 様 だけ は 

この 世に ない 人と 思つ ておりました」 

「生きて 生き甲斐 のない 身で ございます、 お 察し 下さ 



ぎて しまいました。 

ぉ豊は 思いが けぬ ところで、 思いがけない 人に 会い、 

思 い がけな い 言葉 を 浴び せられて、 しば らくなん だか 

夢中に な つ てし まいました。 

何とい う 素気ない 人であろう！ 気がついて 見る と 

竜 之 助 は、 第二の 石段 を カタ リカ タリと 下駄の 音 を さ 

はら いでん 

せながら、 わき 目 も ふらず 祓 殿の 方へ と 下りて 行き 

ま ^9 



「では、 あれほど わたしから 上げた 文 を、 あなた は 一 

度 も， > らんな さらない か」 

「はい、 どうぞ 御免下さい」 

たもと かおす ご 

袂を 振り切って 行こうと する 時に、 金蔵の 面が 凄 

いほ ど 険しくな つていた のに、 ぉ豊は ぞっとして 声 を 

立てようと したくら いでした が、 

ごじょう だん 

「わたし は、 日蔭 者の 身で ございま すから、 御 冗談 を 

あそばし てはいけ ませぬ」 

ぉ豊 は、 丁寧に 詫び をして 放しても らおう とすると 

金蔵 は 蛇が からみつ くように、 

「ぉ豊 さん、 お前 は、 今 ここで 何 をして いた、 あの 



「その、 お前 を暫 らく 預けて おこうと わしが 考え 当て 

たの は、 なんの、 手 もない こと、 ついこの 先のお 陣屋 

じ や。 植田丹 後 守 様と て 受領まで ある 歴々 の 御社 家、 

あの 御主人 は なかなか 豪い お 方で、 奥様 も 親切な お 方、 

だいばんじゃく 

あのお 邸へ お願い 申して おけば 大盤石。 それで わし 

は 今、 御 陣屋へ お願いに 上った ところ、 御先 生 も 奥様 

さ つ そく うしろだ 

も 早速 御 承知 じ や。 御 陣屋の 後 立て、 丹 後 守 様のお 眼 

.fl レゎレ な-, J 

の 光る ところに は、 この 界隈で 草木 も 靡く、 あんな 馬 

鹿 息子の 指さし もなる ことで はない」 

ぉ豊 はこれ を 聞いて、 かの 二 本 杉であった 机 竜 之 助 

が、 同じく その 植田丹 後 守の 邸に いると いう こと を 思 



おもかげ 

い 出して、 その 面影が ここに 浮んで 来ました。 

こよい ひとよ ざけ 

今宵 は 三輪 大明 神に 二 夜 酒の 祭」 というの が あり 

ま ^9 

丹 後 守の 家で は 二三の 人が 残ったき りで、 あと は 皆、 

力 ぐら ほたる 

昼からの 引続いての 神楽と、 今年 は 蛍 を 集めて 来て 

階段の 下から 放っとい う 催し を 見に 行つ てし まつ てい 

ま ^9 

その 残ったな かの 男の 一人 は、 机 竜 之 助で、 もう 一 



かぎ 

湯殿で 湯の 音が する。 廊下 をず つと 突き 当る と、 鍵 

の 手に 廻った ところに 物置と 背中 合せに 湯殿が ある、 

それ は 女た ちの 入る 湯殿で ある。 いつも、 こんな 時に 

は 留守居 役の 老女 中、 お 早 婆さんが、 &睡り 半分、 

しまい ゆ つか 

仕舞 湯に 浸 つ て いる はずで ある。 

さとかぐら 

「ゥ ム、 太鼓の 音が するな、 里神楽の 太鼓 —— 子供の 

おど 

時には、 あの 音に どのくらい 心 を 躍らせた ことで あろ 

う」 

笛と 太鼓の 音 は、 すぐ 前の 竹 藪に ひびいて 遠音な が 

ら手 にと るよう です。 竜 之 助 は、 それから 沈吟して、 

つばき 

盃を ふくんで いると、 庭先 を 向う の 椿 の 大樹の 下から、 



白地の 浴衣が けで、 ちらと 姿 を 見せた ものが あります _ 

「婆さん か」 

竜 之 助 は 見咎めて 呼んで みます と、 

「いいえ、 わたくしで ございます」 

「ああ、 あの、 ぉ豊 どの か」 

「はい」 

ぉ豊 は、 この 家に 預けられ ています。 竜 之 助 は その 

きた 

こと を 知っていた。 お 互いに 同じ 家に 来り 合せた こと 

を その 時から 知って はいたが、 今日で 五日 ほど、 人の 

ま ま 力 LJ お 

手前 を 憚 つ てま だ 親しく は 面 も 合せず 口 も 利かずに 



「そなた 様 もお 留守居で ござった か、 まあ、 ここへ お 

掛けな され」 

うちわ 

竜 之 助 は、 自分の 持って いた 団扇で 縁の 一端 を 押え 

ま ^9 

「有難う 存じます、 こんな 失礼な 容姿で …… 」 

いま 湯の 音を立て ていたの は、 この 女であった。 湯 

あがりに、 ちょっと 身 じまい をして、 寛いだ 浴衣が け 

の 姿に 気 を 置いて、 少し 落着かぬ ように、 まだ 縁へ は 

腰を下ろさないで、 団扇 を 片手で 綾な しながら、 ちょ つ 

と 蚊 遣 火の 方に 眼 を そむけた 横顔 を、 竜 之 助 はちら と 

見て、 むらむらと 過ぎに し 恋の 古傷に 痛み を 覚える の 



「生きて いる 間 は 故郷へ は 帰るまい と 思います、 帰ら 

れた 義理で はあり ませぬ」 

「なるほど 」 

「伯父 は 遠からず 連れて 帰る と 申します けれど、 わた 

し は 帰らぬ つもりで) J ざいます」 

「して、 永く この 地に 留まる お考え か」 

「いいえ」 

「では、 どこへ」 

「あの、 私 はいつ そ、 生きて いるなら ばお 江戸へ 行つ 

て 暮らした いと 思います る」 

「江戸へ I— 」 



「 」 

と +p 

「あの、 御 一 緖 にお 伴 を させて いただきとう 存じます」 

「 一 緒に つれて 行けと 申される か」 

ぉ豊を 失望させる ほど 冷やかに、 竜 之 助 は 呑 込んだ 

ともつ かず、 いやと も 言い出さず、 やがて、 

「それ もよ かろう、 強いてお 止め は 致さぬ」 

ま 

やっとこう 言い出して、 少し 間 を 置き、 

もちろん 

「が、 そなたが 江戸へ 行く こと は、 伯父 上 は 勿論の こ 

と、 ここの 先生 も、 また そなたの 御 実家 もみな 不同意 

で ご、 ざろう な」 

「それ はそう でございます けれど …… もし 故郷へ 送リ 



「鴉ぐ らいがい けない、 鴉 ほど 打ちに くい 鳥 はない の 

\ /ろラ と 

だ、 鴉が 打てたら、 鉄砲 は 玄人 だよ」 

「そうかな あ。 いったい、 鳥で は 何が 打ちよ いの じ や」 

「そうさ、 お前さんの 打ちよ いのは そこにい る」 

き じ 

「ばかにし ている、 あれ は 鶏 じ やない か、 雉子 か 山鳩 

あたり を ひとつ、 やって みたい な」 

さ じ 

「雉子 を ひとつ、 やって ごらんなさい、 二三 日う ちに 

山へ つれて 行って 上げます」 

「雉子が 打てれば 占めた もの だ、 それから 兎、 狸、 狐、 

猪、 熊 —— 」 

「そうなる と、 こち とらが 皈の 食い上げ だ。 しかし こ 



ほどで したから、 根方の 人 は 少しも 気がつきません。 

しばらく 見て いたが、 つかつかと 丹 後 守 は 近寄って、 

「金蔵で はない か」 

「はい —— 」 

物影 は 非常なる 驚き で、 パネの ように 飛び 上った の 

ふる 

でした が、 わな わなと 慄 えて 逃げる 気力 もない ものの 

ように 見えます。 

「何 をして いる」 

丹 後 守 は、 押して 穏 かに 問う。 

「 へ え …… へ え」 

「それ は 问じゃ - 



ことがある。 俺 は 面白半分に 見て 来て たが、 斬られた 

あとの 首から、 ドク ドクと 血が 湧き 返る の を 見てから 

当分 飯が まずかった、 俺 も 明日 は あんなになる の だ I 

I ああ どうしょう、 どうしょう。 

無知な 者 は、 罪 を 犯す 時まで はそんな に大 それた こ 

とと 思わない でいて、 犯した 時に 至って 初めて、 その 

ぎょうてん 

罪の 大きかった のに 仰天す る。 金蔵 は、 いちずに 何 

を か 怨み 恨んで 鉄砲 を 習い 出した が、 今が今、 その 企 

て の 怖ろ しさに 我と 慄 えてし ま つたので す。 

「どうしょう、 どうしょう」 

そこで 一人で 踊り 廻って いるので したが、 こういう 



りすが りに 旅の 人 は、 ふと 笠の 中から 竜 之 助 を 見て、 

棒の ように 立って しまいました。 

この 時、 林の 茂みと 小 土手の 間に 二人の 獵師が 身 を 

えもの ねら 

隠して、 何 か 獲物 を覘 つてい るよう な 様子 を 誰も 気が 

つきませんでした。 この 一人 は 誰と も 知れず、 ギヨ ッ 

とする ほど 人相の 悪い 男で、 ほかの 一人 は 金蔵で あり 

ま ^9 

人相の 悪い 方 は、 

「金蔵、 慄 えてるな」 

「ナ 二、 大丈夫 だ」 



の 悪党であります。 

金蔵が、 この 鍛冶 倉の 乾 分と なった のに も 相当の 

すじみち 

筋道が ある けれど それ は 省く。 

うち まさ どま 

「お 豊、 いいあん ばいに、 お天気 じ や、 今夜 は 内牧泊 

リ として、 それまでに 夕立で も 出なければ 何よ リじゃ _ 

おお、 吉田 様が 見えない、 どうな さった」 

さ さ や 

薬屋 源太郎 は、 あと を ふり 返って 囁く と、 ぉ豊 は、 

「どうなさい ましたでしょう」 

わらじ ま ご 

「馬の 草鞋で も 解けた のであろう。 馬子さん、 少し 静 

かに 歩かせて おくれ」 



もお なくなり なすった そうです から、 それや これ やの 

御 心配からで) ，- ざリ ましょう」 

「そんな ことか も 知れぬ。 しかし まあ 道中 も、 あのお 

方が おいでな さるので 安心 じ や。 時に あの 馬鹿者の 金 

蔵 •：：. ああい う 執拗い 奴 もない もの だが、 あんなの が 

ごま はい 

ゆくゆく は 胡麻の 蠅、 追剝、 盗人、 そんな ことに 落ち 

るの だ、 心柄と はいえ、 気の毒な もの だ」 

ぉ豊 はなん とも 言わないで、 また 後ろ を ふり 返った 

が、 竜 之 助の 姿 はま だ 見えない。 

「叱ッ —— まだまだ」 



「杏 右衛門、 お前 は 何 を 心配して いる」 

「へえ •：：• 」 

「お前の 後ろに は 死神が つ い ている ぞ」 

「え え ？」 

男 は慄ぇ 上がって 後ろ をふリ 向く と、 丹 後 守 は 笑い 

な 力ら 

こんじん 

「もう 少し 前へ 出る と金 神が 待って いる」 

丹 後 守 はこの 男の ために 借金と 死神 を 払って やった 

ことがあります。 こんな こと は 丹 後 守に あって は 珍ら 

しい ことで はなく、 雨が 降る こと、 風の 吹く こと、 火 

事の ある ことな ども 前以て、 よく 言い当てた ものです _ 



て、 

「少々 お待ちなさい、 貴殿 は 鉄砲が 打て ましたな」 

「はい、 少し は」 

「どうか、 これ を 持参して 下さい」 

丹 後 守 は 戸棚の 中から 桐の 箱 を 取り出して、 打 懸け 

た 紐 をと くと、 手に 取り上げ たの は 一挺の 拳銃で あり 
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この 時分、 拳銃 は あま リ見 たこと がない ので ありま 

す。 しかも 今、 丹 後 守が 取り上げた 拳銃 は、 全く 類の 

見えなかった 洋式の ものであります。 内 山 は、 先生が 

妙な もの を 持って いると 怪訝な 面に、 その 拳銃 を 見つ 



めます。 内 山が 不思議が るの も その 道理で、 これ は 「引 

落し 式」 と名づ けられた 前装の 六連発で あります。 こ 

ぶぎょう 

れと 同じ 品が 嘉永六 年、 ペルリ 来朝の 時、 武具 奉行の 

細 倉 謙左衛 門に 贈られた ことがある。 鉄砲が はじめて 

日本へ 来たの は、 天文 十二 年 (或いは その 以前) とい 

うこと であるが、 拳銃が 日本へ 来たの は、 この 時が そ 

の 最初で ありました。 

今、 丹 後 守が 取り出し たの は、 まさに それと 同じ 型 

の ものであります。 

どうして 丹 後 守が、 そんな もの をい つの まに 手に入 

れ たか、 それさえ 不思議で ありまし たが、 丹 後 守と い 



かすが ふと まに オランダ 

う 人 は、 春 日の 太 占 を 調べる かたわらに は 阿蘭陀の 本 

えき ぜぃ はくらい 

を 読み、 いま 易筮を 終って 次に 舶来の 拳銃 を 取り出す 

と いう 人であります。 

それで、 右の 拳銃 を 右手に 取り上げて 眼 先へ 伸ばし、 

「内 山 殿、 その 簾 を 捲き 上げて いただきたい」 

「心得ました」 

簾 を 上げる と 庭で ある。 

「あの 植木鉢 を ひとつ、 打って みましょう」 

すやき ねら 

花壇の 隅に 伏せられた 素焼の 植木鉢に 覘ぃ をつ けた 

ごうぜん こ 

ので ありまし たが、 轟然た る 響きと 共に 鉢 は 粉に 砕け 

ま ^9 



七 兵 衛はジ リジリ と 押しつ める ように 竜 之 助に 返答 

を 促した が、 竜 之 助 は 取合わず、 

「勝手にせ よ」 

あご さしず 

腮で 馬子に 差 図して 静かに 馬 を 打た せようと する。 

ひきよ う 

「お逃げな さる は 卑怯 で は) J ざ リ ませぬ か」 

七 兵衛が やや 冷笑 を 含ん で 言 い 放っと、 竜 之 助 は、 

「机 竜 之 助 は 逃げ も 隠れ もせぬ、 これより 伊勢 路へ出 

かたき 

て、 東海道 を 下る。 宇津木 兵馬と やらに そう 申せ、 敵 

に 会いた くば、 あと を 慕うて 東海道 を 下 つ て 参る よう 

に。 追いついた ところでい つなり とも 望みの ままの 勝 

負」 



ことの 万一に もと、 丹 後 守が 心添えして 附 けられた も 

くにもと 

の を、 まだ その 国許 を 離れない 先に この 有様で は、 な 

んと 申し わけが 立つ。 人に 申し わけで はない、 大切の 

守り 人 を 眼前に 奪われて、 武術の 冥利が どこに ある。 

それば かりで はない、 ぉ豊は 奪われて ならない 人で 

か い きど お 

ある —— 物に 冷やかな 竜 之 助 も 歯 を 嚙んで 憤った。 

「源 太郎 どの、 賊は 幾人 ほど じ や、 何 か 見覚え はない 

ゝ I 

力」 

「たしか 二人 —— わたし を 撃って おいて、 ぉ豊 を引捉 

えて、 馬に 載せて、 あちらへ、 あちらへ」 

かいほう 

源 太郎の 介抱 を 馬子に itt せて おいて、 竜 之 助 は 立つ 



しょせん 

て 前後 を 見る。 乗って 来た 馬 は 駄馬で ある、 所詮 敵 を 

追うべき 物の 用に は 立たぬ。 

少し 北へ 寄った 原 中に、 一 つの 小高い 塚、 その上に 

そび 

は 大きな 松が 聳えて いる。 

すすきの 茂る 小 野の 榛原。 竜 之 助 は ともかくも その 

ま. ぅギっ 

塚まで かけつけて、 眼の 届く 限リを 見渡す。 ただ 茫々 

たる 原野に つづく 密々 たる 深 林と、 遠く は峨々 たる 山 

1.； ま 、- 

ばかり、 人の 気配 は 更にない。 

「ああ …… 」 

ためいき おの 

溜 息をつく と共に 冷然た る 己れ に 返った。 いくら 尋 

ねても 無駄！ 案内 知った 者なら ば、 この 野原 をい ず 



こう いずみい せの かみ だい ぜん だ ゆう もりただ 

を 上 泉 伊勢 守 に 学ばれた もの じ や。 後に 大膳 太夫 盛忠 

という ものに ついて 槍術 を 覚え、 それより 自ら 一流 を 

開いた もので ござる が、 もとよ り 武芸 は 出家 の 心で な 

とうそう 

い、 覚禅房 は 刀 槍 を 好んで、 かくは 一流 を 開きました 

よろこ 

なれ ど、 内心 はこれ を欣 ばれぬ じ や。 わが 後の 者必 

ず 武芸 を 学ぶべからず とあって、 武器 兵器 はこと ごと 

く 人に 授けて、 この 寺へ は 一本 も 留め置かぬ。 されば 

道場の 名 は 残る といえ ども、 覚禅房 限りで、 表面 この 

流儀の 跡が 絶えた わけで ござる」 

「かく 覚禅房 は 出家と して、 武芸 を 後に 残す こと を 好 

そ 1 つそう ごラ けつ 

まれなかった が、 門下に は錚々 たる 豪傑が おった じ や。 



「されば さ 」 

案内の 坊さん は 少しく 首 を ひねり、 

なば リ おろし 

「当今、 伊賀の 名 張に 下石と いうの が ある、 これに 宝 

蔵院流 正統が 伝わって いると いう 話 じ や、 愚僧 は 詳し 

いこと は 知らぬ、 それに また、 術の 妙 を 得た 人に は、 

この 近いと ころ —— J 

あ，， - 

坊さん は顋 で、 南の 方 をし やくって、 

しゃけ 

「三輪 大明 神の 社家に、 植田丹 後 守と いうの がござる、 

これが 当 流の 槍 を なかなか よく 使う そうじゃが、 これ 

うわさ 

もい つこう 噂ば かりで、 誰も その実 際 を 見た もの は 

ない と 申す ことじ や」 



しゅしょ-つ 

「お 若い に 近 ごろ 殊勝で ござる。 して、 剣道の 御 流 

きわ 

儀 は 何 をお 究めな され ましたな」 

「幼少の 頃、 甲 源 一 刀 流 を 少しば かり。 数年 以前より 

じき しんかげ みじゅくもの 

直 心 陰の 流れ を 汲みまして、 未熟者 相当 の 修行 中で ご 

ざり まする」 

「ナ 二、 甲 源 一 刀 流？」 

「兄なる 人に つきまして、 その 手 ほどき を 受け、 それ 

まか い つらな 

ょリ 江戸に 罷り出で て 直 心 陰の 門 末に 列 りました」 

「直 心 陰 は 至極の 流儀 じ や。 して、 御身の 師と お頼み 

ごじん 

なされし は 何と 申される 御仁 か」 

おかちまち 

「下 谷の 御徒町に て、 島 田 虎之助と 申します る」 



「ほう、 島 田 虎之助 」 

しさ い 

丹 後 守 は 何 か 思う 仔細の ありげ に、 

ぶぜん 

「その 島 田 虎之助 殿 は、 もと 豊前中 津の藩 中で ござろ 

うがな」 

「いかにも、 仰せの 通り」 

けんざん 

「号 を 見 山と 申される」 

「左様に) J ざり まする」 

「そのお 人なら ば、 拙者 も 近づきが ある」 

「それ は 意外に 存じます る、 いずれに てお 近づきで ご 

ざり ました か」 

「ずっと 以前、 もはや 二十 年 も 昔の こと、 拙者の この 



道場に 暫く 足 を 留めて おられた ことがある」 

「それ は、 不思議の 因縁に ござります る」 

「拙者が、 今までに 拝見 致した 剣術で は、 江戸で 男 谷 

下 総 守、 筑後柳 川の 大石 進、 それから ただいま 申す 島 

田 虎之助 殿、 この 三人が 至極と お見受け 申した。 もつ 

とも 近 ごろ は、 江戸に 有名な 達人が 多く おられる そう 

な。 拙者 も かれこれ 十 何年 あちらへ 参り ませぬ 故、 こ 

れは十 何年 も 前の 話で、 今 は 何とも 申されぬ が、 まず 

島 田 殿 ほどの 名人 は、 十 年 や 二十 年に I？ 人と 現われる 

もので なかろう、 よき 師匠 をと り 得て お 仕 合せに 存じ 

まする」 



いくらでも 聞く、 聞いた ばかりで 自分 は 何も 語らぬ」 

丹 後 守 は 自分で 自分の こと を 言つ て いるよう です。 

丹 後 守と して こんなに 話が はずんで ゆく の は、 これ ま 

た 珍ら しいくら いでした。 

「あの 時分、 島 田 は 鉄砲玉 じ やという 渾名が あった そ 

うな、 それ は、 行った きりで 戻って 来ない、 つまり、 

こちらから 話 をし かける とそれ を 受け入れる ばかりで、 

手答えがない のじ や」 

「ただいま も、 その 通りで ござります。 それ故に 島 田 

は 奥行が 知れぬ と 申す 者 も) 」 ざ ります、 剣術ば かりで、 

頭 は 空 じ やと 申す 者 も ございま する」 



「そうで ござろう。 拙者の 邸に 足 をと どめて おられる 

頃 も、 夜更けまで じっと 考えて いて、 修行者が 来ても 

立 合いと いう こと は ほとんど せぬ、 強いて 立 合い を 望 

かお 

むと、 こうして 相手の 面 を、 しばらく じっと見て おる 

じ や、 そうして ニコ リと 笑って、 立 合い はせんで も 勝 

負 はわ かってい ると こう 申して、 それき り。 これに は 

相手 も 弱った」 

「しかし、 めざましい 立 合い も 一度 や 二度 は、 あった 

ことで， j ざり ましょう」 

「いや、 およそ 一力 月の 間に、 一度 も 左様な こと はな 



「左様に) J ざリ まする」 

「ことに、 あの 太刀先が 難 剣 じ や。 じっと 青 眼に 構え 

て、 ちっとも 動かず、 相手の 出る 頭 を 待って 打つ とい 

う 流儀と 見受け 申した」 

「いかにも 左様で ござります、 あれ は 関東の 剣客が、 

名 づけて 『音 無しの 構え』 と 申し、 かの 竜 之 助が 一 流 

の 遣い 方で ござり まする」 

「そうでありましょう。 さて、 兵馬 殿、 失礼ながら、 

御身に は その 音 無しの 構えと やら を どのよう にあしら 

われる、 その 工夫 は …… 」 

「工夫と て は 更に ござり ませぬ、 ただこの 太刀先に 柄 



こぶし こ つず い ぬ 

も 拳 も 我が身 も 魂 も 打 込めて、 彼が 骨髄 を 突き 貫く 

覚悟で 一 ，- ざり ます」 

丹 後 守 は その 一 言 を 限りなく 喜んで、 

「それでなくて はいかぬ、 それならば 必ず 討て ましよ 

う。 よし 相討ちになる まで も、 我の 受ける 傷より、 敵 

に 負わす 傷が 深い …… 時に 兵馬 殿、 わしが 家の 道場 を 

見ても らいたい」 

「ありがたき 仕 合せ」 

丹 後 守 は 兵馬 を つれて 邸内の 道場へ 来る と、 今まで 

話が 槍術に 亘る こと を すら 避けて いたのに、 ここで 

みじたく たす き 

我から 進んで 身 仕度 をして 櫸を かけ、 稽古 槍 を 取り 



くせもの 

「おのれ、 曲者！」 

二 発、 三 発、 例の 拳銃 を 林の 中へ 打ち込んで、 馬 か 

ら 飛び下りて 探して みたが、 もう 七 兵 衛の姿 は 見えな 

ヽ o 

レ 

十八 

はり ベ つ しょ たにあい 

ここ は 針ケ別 所と いうと ころの 山の 奥の 奥。 谷 合の 

ほらあな ふ 

洞穴へ 杉の 皮 を葺き 出して、 鹿の 飲む ほどな 谷の 流れ 

を 前にした 山中の 小 舎。 

無論、 ここまで 来て みれば、 小 舎 も 流れ も、 どこか 



金蔵 は、 今、 鍛冶 倉の 笑い 方 を 見て はじめて、 ぉ豊 

を ここ へ 置く ことが 怖ろ しくな つたら しい。 

「何 だい、 何 を 言う の だい 金蔵」 

どうも 冥府から 響いて 人 を 取って 食いそう な 声 だ。 

「親方、 お前さん はこ こに 隠れて おいでなさい、 わし 

はこれ からお 豊を つれて 逃げます。 ナニ、 命が けで 逃 

げ ますよ」 

「やい、 金蔵、 物 を 言う に は、 よく 考えて 言えよ」 

「何 だ、 親方」 

「この 野郎、 いま 俺の する こと をよ く 見て いろ」 

何 をす るかと 田 3 えば fsA ロ舍 II は、 



けれども、 山と 山との 谷間に は 多少の 水 は ある もので 

しずく おりおり 

ある。 木の葉の ir が 沢に 落ちて、 折々 通う 猪 鹿の 息 

つぎになる 水 を、 谷底へ 行けば どこかに 見つける こと 

がで きる ものである。 

七兵衛 は、 路 のない この 山 を 一 つ 下りて みょうとし 

て、 

「はて、 誰か この 道 を 通った ものが あるら しい ぞ」 

したもえ 

下 萌の中 を 見て こう 言いながら 下りて 行きました。 

七 兵衛が 下りて 行った 時分、 この 谷底で は、 ちょう 

どこの 時、 前の ような 有様で ありました。 



「拙者 は、 田 中 新兵 衛の 仕業に 相違ない と 思う」 

「いや、 拙者 はそう 思わぬ、 田 中 はそんな 男で ない」 

田 中 新兵 衛 という 名。 京都へ 上る ときに 大津を 出て 

おうさか やま 

逢坂 山の 下の 原で、 後ろから 不意に 呼びかけて 自分に 

果し 合い を 申込んだ 薩 州の 浪人が それ だ。 

「田 中で なくば、 あれ だけの こと はやれぬ、 第一、 証 

拠が ある」 

「いやいや、 田 中なら、 あんな こと はやらぬ。 刀を捨 

も 4J- ま.^ 

てて 逃げる ような 慌てた 真似 をす る もので ない」 

「というて、 その 刀 は 田 中の ほかに 持つべき 品で ない」 

「さあ、 それが 拙者に も 解せ ぬ、 田 中 はなん とも 言わ 



いうの はこうで ある。 

さくへ いもんが い 

これより 先、 五月の 二十 一 日に、 京都 朔平 門外、 猿ケ 

あねこう じしょうしょう きんとも く げ 

辻と いうと ころで、 姉 小路 少将 公知と いう 若い 公卿 

さんが 斬られた。 

少将が その 日の 夕方、 吉村 右京、 金輪 勇と いう 二人 

ちょ ラ ちんもち 

の 家来 を つれ、 提灯 持 を 先に 立てて、 御所 を 出で て 

猿ケ 辻のと ころまで 来た。 

せき 

御所へ 水 を 入れる ところの 堰の 蔭から、 物 を も 言わ 

おど おおわ ざ もの A ぢ 

ず 跳り 出で た 三人の 男が ある。 大業物 を 手に して、 面 

も 身体 も 真黒で 包んで いた。 

「すわ！」 



わかもの す で 

吉村 右京 は 血気 盛んの 壮者であった から、 素手で こ 

くせもの かんじん 

の 曲者に 立ち 向った が、 肝腎の 主人の 刀 を 持った 金輪 

きも つぶ 

勇 は、 肝 を 潰して やみくもに 逃げて しまう。 

兇漢のう ちの 一 人、 すぐれて 長い 刀 を 持った のが、 

吉村を ほかの 二人に 任せて、 姉 小路 少将 をめ がけて 一 

文字に 斬り かかる。 

抜き 合わすべき 刀 は 金輪が 持って 逃げて しまった。 

こしゃく 

「小癩 な！」 

姉 小路 少将 は、 持って いた 中啓，" で 受け止め たけれ 

ききめ よこ びん 

ども、 それ は 何の 効 もない、 横鬢を 一 太刀 なぐられて 

ほとばし 

血 は 満面に 迸 る。 二の 太刀 は 胸 を 横に、 充分に やら 



と 一 声 言った きりで 倒れて 息が 絶えた。 生年 僅か 二十 

八 歳 (或いは 三十 歳) であった という。 

この 姉 小路と いう 人 は、 体質 は 弱い 人であった けれ 

やちゅう 

ども、 十九ぐ らいの 時に 夜中 忍び 歩いて、 関白 以下の 

きしょ ラ 

無気力の 公卿 を 殺そうと いう 計画 を 立てた ほどの 気象 

ひがしく ぜ 

の 荒つ ぼい 人であった。 東 久世伯 は、 こんな こと を 言 

う、 「そうさ、 我々 の 仲間で は、 あれが いちばん 豪 かつ 

ひ つ てき 

た、 岩 倉と どちらであろう か、 ともかくも 岩 倉と 匹敵 

する 男であった、 岩 倉よりも 胆力が あって 圧が 強い 方 

であった、 しかし 気質と 議論が 違う からとう てい 両立 

はでき ない、 岩 倉 を やっつけ るか、 やっつけられ るか 



ここに 至って、 潔き 新兵 衛の 白状ぶ リを 期待して 

わきばら 

いると、 新兵 衛は その 刀 を 取り直す が 早い か 我が 脇腹 

へ 突き立てた。 

「や！」 

ぎょうてん 

並み居る 役人 も 番卒 も、 一同に 仰天した。 支えに 

行く 間に、 もう 新兵 衛は キリ キリと 引き 廻して 咽喉 笛 

を かき 切り 見事な 切腹 を 遂げて しま つ た。 

あまりの ことに 一 同の あいた 口が ふさがらなかった _ 

新兵 衛は刀 はたし かに 自分の 物と 承認した けれど、 

姉 小路 を 殺した の は 俺 だと 白状 はしなかった。 これが 

ために、 疑問 は いつまでも 残された。 



「そうか、 氷 を 食え」 

氷 を 嚙る音 ガリ ガリ。 

「いま 聞けば、 このつ い 先が 鍵屋の 辻と いって、 荒木 

又 右衛門が 武勇 を 現わした ところ じ やそうな」 

「うむう む、 それ をい ま 知った か」 

「面白い、 荒木の 三十 六番 斬りなん というの は、 よく 

はりおう ぎ 

張 扇 で 聞く が、 い つも 壮快 じ や、 荒木の 前に 荒木な く、 

荒木の 後に 荒木な しと 言って な」 

「山陽の 作った 詩に、 こんなの が ある、 ひとつ 歌って 

聞かそう か」 

「莖 S 心 

一 1111 口 luHTJ 



「へえ …… 」 

番頭 は 思わず 頭に 手 を 置いた。 

「それに 致しましても、 隣室の 衆が、 お 気の 荒い お 方 

のように 見えます から、 もし 間違いで もありまして は 

…：- J 

「いや、 心配す る こと はない」 

「でも、 もしゃお 間違いが 出来ます ると、 あなた 様の 

みならず 手前 共まで 迷惑 致します から、 どうぞお 引 移 

り を」 

「 ザ J ちらが 黙 つて 控えて お れば 間違 い の 起る 筋 もなか 

ろう、 心配す るな」 



r で も，、 - 」 ざり ましよ うが 」 

「ここでよ ろしい と 申す に」 

番頭 は 困 じ 果てた。 この 時、 隔ての 襖 を 荒つ ぼく 引 

きあけて、 

r 御免， - 

もと どり 

案内 もな く 入り込んで 来たの は、 髻 を 高く 結び 上 

こくら たくま 

げて、 小 倉の 袴 を 穿いた 逞しい 浪士 であります。 手 

いんろ うざ や たず さ 

に は 印籠 鞘の 長い 刀 を 携えて、 

「番頭 どけ —— 」 

竜 之 助の 前へ 樘 然と 坐って、 

ぎょい 

「初めて 御意 得 申す」 



て、 

「番頭 殿、 この 気 狂い を、 あっちへ 連れて行って くれ」 

印籠 鞘 は^ 昂 して、 

「気 狂いと は 何 だ …… 気 狂いと は 聞 捨てな らん」 

「まあまあ、 そこのと ころ を ひとつ どうか そうい 

うわけ でございますから 旦那 様、 多勢に 無勢で どうも 

はや、 どうかお 引 移り を 願いたい もので …… 」 

番頭 はてん てこまい を はじめる。 

「汝れ は 卧諜じ や、 幕府の 犬で あろうな」 

印籠 鞘の 浪士は 竜 之 助に 詰め寄せ る。 

「やれやれ！ やっつけろ！」 



「左様、 十津川 入りに は …… 」 

いちばん 先へ 喧嘩に 出た のが、 畳の 上に 拡げた 絵図 

面の 方へ 首 を 持って来て、 

「初 瀬から 八 木へ かかる が 道 はよう ござる が、 近頃 は 

…：- J 

「松 山 へ 出た 方が 近う) /ざる か」 

「左様 —— 」 

どうやら、 この 絵図 一 枚で 喧嘩が 納まりそう である。 

とつが わ てんち ゆうぐみ きょかい 

この 左の 眼の つぶれた 人 は、 十津川 天誅 組の 巨魁 松 

本奎 堂であった ことが 後に 知れる。 



あか リ とうのみ ね 

燈 火が 明るく 見え、 多武 峰が 黒ずんで いる ほかに は 人 

の 影と て は 見えない のであります。 

うす づき 

淡 月 は 三輪 山の 上 を 高く 昇って いるのに、 河原 はな 

ん となく 暗い —— 涼しい 風 は 颯と 吹いて 来た。 川 波 を 

お ほたる 

逐 うて、 蛍 が 淋しい ものの ように ゆらり ゆらり と 行く- 

「ああ、 わたしと した ことが、 なんで こんなと ころ ま 

で 来たので しょう」 

まぼろし 

幻影 を 追うて 夢の 里 を 歩み、 何 かに 引かれて ここ ま 

で 来たが、 気がついて みると、 ぉ豊は 自分ながら、 な 

んで こんなと ころへ 来たの かわかり ませんで した。 

ここへ 来る と 気が 抜けて、 ぉ豊は 行く の もい や、 帰 



「それです から、 早く 逃げて 下さい、 お金が； < 用 なれ 

ば、 少しぐ らい、 どうで もして 上げます から」 

「お金 は あるよ、 家 を 逃げ出す 時に 持って いたのが、 

まだ y J の 箱の 中に ソッ クリ あるから、 逃げようと 思え 

ろよう 

ば 路用に は 困らない の だよ」 

「そんなら、 金蔵さん、 ずっと 遠く 江戸の 方へ でもお 

逃げなさい、 そうして いるう ちに、 縁が あれば、 また 

お 眼に かかりましょう から —— わたし も 実は 江戸の 方 

へ 参ろうかと 思 つ ている ところで ございま すよ」 

「ナ 二、 ぉ豊 さん、 お前が 江戸へ 行く？ それ はほん 

とかい、 ほんと ならば 一 緒に 行こう、 ぜひ 一 緒に 逃げ 



州の 山奥に 竜神と いう 温泉 場が あるので すよ、 そこ 

でね、 いま 温泉宿 を やって いるので すよ」 

「はい …… 」 

「こちらの 身上 を、 すっかり 片 づけて、 紀 州へ 隠れて、 

かなりの 温泉宿 を やって いるので すよ。 どうです、 お 

豊 さん、 そこへ わたしと 一緒に 行きません か」 

「紀 州へ？」 

「ェェ 、わたし もね、 お前さんの 伯父さん を 鉄砲で 撃つ 

わるぎ 

たけれ ども、 それ はちつ とも 悪気が あって やった わけ 

ではなし、 お前さん を 欲しい ばかりでした ことなの だ 

よ。 仕 <5n せに 塲 も 今ではす つかり 直った そうだし、 锻 



んと 心中した と 思う もの はあります まい、 どうせ、 わ 

たし も 罪の 尽きない 身体です から、 お前さんに 殺され 

て 上げましょう、 さあ 殺して 下さい」 

「ナ 二、 殺せ？ よし 殺す とも」 

金蔵 は 短刀の 鞘 を 払って、 ぉ豊の 胸元 を 左の 手で 摑 

む、 ぉ豊は 争わず。 こうな つてみ ると、 無茶な 金蔵に 

も 刃が 下せない。 

「ぉ豊 さん、 殺される 命なら、 ナゼ 生きた 身体 を わし 

に くれないの だい …… 同じ ことじ やない か、 生きて い 

た 方 力. Wn 力 レレ じ やな レカ」 

「金蔵さん、 もう そんな こと を 言わないで、 早く 殺し 



す」 

「そんな 怖ろ しい 心に したの は、 誰 だい、 ぉ豊 さん」 

「金蔵さん、 そんな 無理な こと を 言わないで …… 」 

「何が 無理 だい、 お前が 人のお かみさん ならば、 わし 

の 言う ことが 無理 かも 知れない が、 お前 は 定まる 夫の 

ない 身で はない か、 それに わしが 思いつめ たのが 無理 

i ヽ I 

力 レ」 

「ああ、 わたし は、 どうしてよ いかわ からない —— 」 

「わからな いこと はない の だよ、 わたしと 一緒に、 お 

前が 逃げて くれさえ すれば、 わし は 全く 心 を 入れ かえ 

て、 お前が 商売 をし ろと 言えば 商売 もす る、 江戸へ 行 



「どうじ や、 吉 野の 方へ 遊びに 行かん か」 

「行っても よい」 

まと 

これで 相談が 纏まって、 彼 は 一行の 中に 加わって、 

またも 大和の国へ 逆戻り をして 来た ものです。 

けれども、 竜 之 助の 大和の国へ 逆戻り をして 来た 縁 

故が ただこれ だけで あると 思う の も あまりに 淡泊で あ 

リ ま ^9 

宿に 着いて、 風呂 を 上り 夕飯 も 済んで 例の 浪士 ども 

は、 慷慨 悲憤の 口調で、 国事の 日に 非なる を 論じ 合つ 

力 力 わ 

ていたが、 竜 之 助 は それに 拘らず 外へ 出ました。 

彼 は 深い 編 笠の 紐 を 結びながら、 桜 井の 宿 を 出て 初 



男と 女、 どちらも 若い。 

そして、 どちらも 泣いて いるよう だ。 日の 光の さす 

ところでは 会えない 連中が、 月影に 忍んで 泣き明かす 

ので ある、 無下に 驚かす にも 当るまい。 さりと て、 そ 

マ J を 通らず 露の 竹 藪 を 横切る の は 考え もの だ。 

「金蔵さん …… 」 

泣き伏して いたよう な 女が 面 を 上げる。 ああ、 その 

声 は …… 竜 之 助 は、 立って しまった。 幸い、 そこに 地 

蔵 堂の 蔭が ある。 

「ぉ豊 さん」 

若い 男の 声、 これ も 聞いた ことの あるよう な 声。 
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